
使命

長野市民病院外来診療担当日一覧
○：初診担当　　　◎：完全予約制　◇：午前のみ　☆：午後のみ
▼：11時診療開始　◆：紹介のみ　　▲：紹介、救急のみ　
■：第1・3・5週　　□：第2・4週　　★：第3週のみ　▽：第3週は午後のみ

村田　　浩
齋木　　實

（第１・３週）　　

村田　　浩

新川　一樹 佐藤　貴久 坂口　　治

南澤　育雄

新川　一樹 佐藤　貴久

－ 

村田　　浩 村田　　浩村田　　浩

○高田　　学
○林原　香織

○岡田　正夫
関　　仁誌

○高橋　祐輔

宗像　康博
○佐近　雅宏
○下平　悠介

○古谷野靖博
◆宗像　康博

○関野　　康
○関　　仁誌

○吉池　文明
■平井　一也
□後藤　憲彦

滝澤　秀典
○丸野　崇志

○滝澤　秀典 吉池　文明
○平井　一也

○後藤　憲彦
　  丸野　崇志

○笠井　俊夫
○☆翁　　佳輝

○西井　　裕
☆佐野　麻美

西井　　裕○渡邉　貴子 渡邉　貴子
○▽佐野　麻美

☆西井　　裕

○持留　智昭

掛川　哲司
☆犬井　啓太

○掛川　哲司 ○◇犬井　啓太

○池田　宇一
☆小林　隆洋

笠井　俊夫

三浦　　崇
○小林　隆洋
☆翁　　佳輝

○☆三浦　　崇

○原　　悦雄
越知　泰英

☆関　亜矢子
○北畠　央之

◇齊藤　博美
○◇原　　大地

藤森　尚之

○長谷部　修
○越知　泰英

櫻井　晋介

○齊藤　博美
北畠　央之

◇髙橋　芳之
☆加古　里子

長谷部　修
原　　悦雄

○櫻井　晋介
☆原　　大地

○◇加古　里子

○砥石　政幸

○小沢　恵介

○境澤　隆夫

西村　秀紀

○境澤　隆夫

○西村　秀紀

○中原　　孝☆中原　　孝
（第２・3・４・5週）　　

交替制　　

○西村　秀紀

○砥石　政幸

○小沢　恵介

○藤澤多佳子
○中村　　功

松田　　智
○日野　雅仁

加藤　晴朗
山本　哲平

加藤　晴朗
飯島　和芳

塩﨑　政史
飯島　和芳
山本　哲平

小口　智彦
羽場　知己

■小口　智彦
□羽場　知己
◆加藤　晴朗

○成松　　巌
○相阪　哲也

○風間　　淳

大塚　明弘
横溝　道範

○鎌田　孝広
○草深　佑児

山本　寛二
○近藤　恭史

○◇佐近　普子
◇森　　　篤

◇村中　　愛
○森　　　篤
☆井吹　ゆき

◇佐近　普子
○◇西澤千津恵

◇西澤千津恵
○井吹　ゆき

田澤　浩一
○近藤　恭史

○山本　寛二
近藤　恭史

山本　寛二
○田澤　浩一

山本　寛二
○田澤　浩一

非常勤医師（信州大学）
○☆篠原　　潤

☆鎌田　孝広

○鎌田　孝広
○篠原　　潤

○◇篠原　　潤
○☆草深　佑児

○草深　佑児
☆篠原　　潤

大塚　明弘
横溝　道範

○松下　大秀 ○橋田　　巌 ○松下　大秀 － 

－ 

－ － ☆住　　昌彦

－ 

－ 

交替制

大塚　明弘
横溝　道範

大塚　明弘
横溝　道範－ 

－ 

－

○◇佐近　普子

◇市川　貴規 － － 

－ －

－ － ◎◇中島麻里子
（第3・5週のみ）※1・2・4週は交替制

－ － 

風間　　淳
○中村さち子

風間　　淳
○黒川　　徹

○風間　　淳 ○風間　　淳

○草野　義和 ■竹前　紀樹
○脳外科医師

○脳外科医師 ○兒玉　邦彦

○滝　　建志
成松　　巌

○成松　　巌
滝　　建志

○成松　　巌
滝　　建志

○滝　　建志
成松　　巌

○藤澤多佳子
○熊木　大輝
▲松田　　智

藍葉宗一郎

○新井　秀希
中村　　功
藤澤多佳子

☆藍葉宗一郎
☆日野　雅仁

新井　秀希
○藍葉宗一郎
▲中村　　功
○熊木　大輝

新井　秀希
○日野　雅仁
○松田　　智

－ 

診療科 月 火 水 木 金

血 液 内 科

小 児 科

呼 吸 器 内 科

消 化 器 内 科

循 環 器 内 科

腎 臓 内 科

内 分 泌 ・ 代 謝 内 科

整 形 外 科

形 成 外 科

皮 膚 科

－ － － － （フットケアセンター）

泌 尿 器 科

眼 科

神 経 内 科

婦 人 科

（ 膠 原 病 外 来 ）

－ － － 

－ 

－ （ リ ウ マ チ 科 ）

救 急 科

緩 和 ケ ア 内 科

耳 鼻 い ん こ う 科
頭 頸 部 外 科

歯 科 ／ 歯 科 口 腔 外 科

外 科
消 化 器 外 科
肝臓・胆のう・膵臓外科

脳 神 経 外 科
（ 脳 血 管 内 治 療 科 ）

放 射 線 治 療 科

呼 吸 器 外 科
乳 腺 外 科

心 臓 血 管 外 科

当院では、「地域医療連携」を推進しております。
当院を受診される場合、かかりつけ医等からの紹介と予約が必要となります。
皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

8:30～17:30 担当医

地域がん診療連携拠点病院／地域医療支援病院／病院機能評価認定病院／卒後臨床研修評価認定病院／二次救急病院／人間ドック健診施設機能評価認定病院

〒381-8551 長野市大字富竹1333番地1
TEL.026-295-1199（代表）
FAX.026-295-1148

外来診療担当表は、12月17日現在で作成されております。
担当医師が変更となっている場合もございますので、お問い合わせください。

TEL.026-295-1199お問い合わせ （紹介予約センターまで） （平日8：30～18：30）

○塩入　崇弘
○浅岡　麻里

○浅岡　麻里
青沼架佐賜

○塩入　崇弘
青沼架佐賜

○塩入　崇弘
○浅岡　麻里

○塩入　崇弘
青沼架佐賜

○▼浅岡　麻里

長野市民病院広報誌 2018年12月発行

第72回 知っておきたい医療の知識

子どもの誤嚥と誤飲
ご　　え ん ご　　い ん

腰椎椎間板ヘルニアに
対する新たな一手

〝自分らしく働く〟を
支えるために。
～がん治療と仕事の両立～

身近なかかりつけ医

むくろじ小児科［長野市吉田］

発行人 ： 池田宇一／編集 ： 教育研修・メディアセンター
いけ  だ う いち

http://www.hospital.nagano.nagano.jp/

○☆三浦　　崇
（14：00～）　　
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救急センターは 緊急時 いつでも紹介状不要です

TEL.026-295-1291
（長野市民病院・医師会 急病センター）

（代表）

毎日19：00～翌6：00

上記以外の時間帯 TEL.026-295-1199

救急診療

記号の説明

特  集
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特
  集

青沼 架佐賜
あおぬま・けさし

長野市民病院　小児科部長
日本小児科学会小児科専門医
日本プライマリ・ケア連合会認定医
日本精神神経学会専門医
日本小児精神神経学会認定医
子どものこころ専門医機構子どものこころ専門医
長野県発達障がい専門医

長
野
市
民
病
院
の
小
児
科
は
、

開
院
か
ら
約
２
年
後
の
１
９
９
７
年
に
設
置
さ
れ
、

地
域
の
小
児
科
を
は
じ
め
と
す
る
診
療
所
、病
院
と
と
も
に

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
守
る
た
め
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

は
、
や
は
り
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん

で
す
。「
い
つ
も
と
違
う
な
」と
い
う
家

庭
内
の
気
づ
き
が
、
子
ど
も
の
重
大

な
病
気
や
こ
こ
ろ
の
問
題
を
早
期
に

発
見
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　長
野
市
民
病
院
小
児
科
で
は
、
そ

の
よ
う
な
気
づ
き
を
お
母
さ
ん
や
お

父
さ
ん
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
支
援

し
、
こ
れ
か
ら
も
は
じ
け
る
笑
顔
を

見
せ
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
味
方

で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　私
が
小
児
科
医
に
な
り
た
て
の
頃

と
現
在
を
比
べ
る
と
、
情
報
機
器
の

著
し
い
発
達
や
都
市
化
な
ど
の
社
会

環
境
の
変
化
、
少
子
高
齢
化
や
女
性

の
社
会
進
出
に
よ
る
家
庭
環
境
の
変

化
な
ど
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
と
と
も

に
子
ど
も
た
ち
が
か
か
る
病
気
も
急

性
の
感
染
症
よ
り
も
ア
レ
ル
ギ
ー
な

ど
慢
性
の
病
気
が
多
く
な
り
、
変
化

は
じ
け
る
笑
顔
、

守
る
た
め

時
代
と
と
も
に

子
ど
も
の
病
気
の
変
化
も

を
見
せ
て
い
ま
す
。

　ま
た
教
室
で
落
ち
着
き
が
な
い
、

学
習
が
困
難
、
学
校
を
休
み
が
ち
で

あ
る
な
ど
を
訴
え
て
受
診
さ
れ
る
子

ど
も
た
ち
が
こ
の
20
年
で
増
え
て
き

て
い
ま
す
。注
意
欠
如
多
動
症
や
学

習
障
害
、
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
な

ど
の
発
達
障
害
が
メ
デ
ィ
ア
で
取
り

上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
そ
の
概
念
の
浸

透
が
受
診
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
よ

う
に
も
感
じ
ま
す
。

　社
会
や
家
庭
環
境
の
変
化
は
、
少

な
か
ら
ず
子
ど
も
た
ち
の
こ
こ
ろ
や

か
ら
だ
に
も
影
響
し
て
い
ま
す
。そ

の
よ
う
な
中
で
、小
児
科
医
は
子
ど
も

の
「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
」
の
ケ
ア
は
も

ち
ろ
ん
、子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
を
把
握
し
た
上
で
、診

療
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　当
院
の
小
児
科
医
は
、
診
療
時
間

内
あ
る
い
は
時
間
外
に
、
学
校
の
先

生
か
ら
話
を
聞
い
た
り
、
子
ど
も
た

ち
と
関
わ
っ
た
り
す
る
な
か
で
も
、

外
見
で
は
分
か
り
に
く
い
部
分
に
気

づ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　そ
れ
で
も
子
ど
も
の
些
細
な
変
化

に
一
番
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
の

お
母
さ
ん
、お
父
さ
ん
の

支
援
を
通
じ
て

2 1
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教えてくれたのは
塩入先生！

教えてくれたのは
浅岡先生！

子
ど
も
の
か
ら
だ
や

病
気
の
Q
&
A

Q1
小
児
科
の
先
生
た
ち
に
聞
く

教えてくれたのは
青沼先生！

教えてくれたのは
森田先生！

食物アレルギーとは
食物アレルギーとは、食べ物が原因で起こるアレルギー反応です。原
因となる食べ物（アレルゲン）を異物とみなして排除しようとするメカニ
ズムによってアレルギー症状が起こります。
症状で多いものとしては、かゆみ、じんましん、赤くなるなどの皮膚症状
がみられます。その他、咳、目のかゆみ、吐き気をはじめ、ときにはアナ
フィラキシーという重い症状が現れる子どももいます。

気をつけるポイント
初めて食べる食品は午前中に
万一、アレルギー反応が起こった時のことを考え、かかりつけ医が診療
をしている時間を考え、初めて食べる食品は平日の午前中にあげるの
がいいでしょう。

ひと口ずつゆっくりと
少量なら食べられる食品も、１度に多く食べるとアレルギー反応を起こ
す場合があります。初めて食べる食品は１日ひと口からスタートし、様子
を見つつ少しずつ量を増やしていくようにしましょう。

離乳食を始める時、どのように
アレルギーに気をつけたほうがいいの？

Q2
熱性けいれんとは
生後6ヵ月から6歳くらいまでの乳幼児期には、発熱時にけいれんを起こすことがあり、このけいれ
んを熱性けいれんと言います。はじめて子どもの熱性けいれんを経験するお母さんやお父さんは
焦ってしまうことがありますが、落ち着いて次のように初期の対処をしてください。

熱性けいれんの対処法
顔やからだを横向きにして寝かせる
仰向けにしておくと吐いたものが、気道に入ってしまう恐れがあるため、横向きに寝かせてあげ、もし
口の中に食べ物がある時は除去しましょう。

着ている衣服は緩める
呼吸そしてからだを楽にしてあげるためにも、衣服は楽にしてあげるようにしましょう。

けいれんになると慌ててしまいますが、けいれんしている時に無理に動かさず、治まってから病院を
受診してください。5～10分経過しても治まらない場合、救急車を呼ぶようにしてください。

熱性けいれんを起こした時って
どのように対処すればいいの？

Q3
1歳くらいで2～3語を話す子もいれば3歳になっても話さない子もおり、言葉の発達
には個人差があります。言葉を発し始める時期になるとどうしても他の子と比べてし
まい、心配になるお母さんやお父さんもいると思います。

言葉の発達のために親ができること
1. 語りかけてあげる
抱っこしている時、お風呂に入っている時など、積極的に語りかけてあげましょう。そのよ
うな場面から言葉を獲得し、親を真似してさまざまな言葉を発するようになります。

2. 子どもの話を聞いてあげる
少しでも話し始めたら、親はしっかりと聞いてあげ、言葉で返してあげることが大切です。
それにより言葉で返そうとすることで、言葉の発達が促されます。

3. いろいろな人との関わり合いをさせてあげる
親以外の関わりでは思い通りいかないこともあり、そのなかで言葉のコミュニケーション
を自然と獲得し、少しずつはっきりと話せるようになってきます。

※ただ、背中越しに声をかけて反応が無かったりする場合は、耳の聞こえに問題がある場合もあります。その場
合は一度小児科にかかるようにしましょう。

うちの子、言葉を発するのが
遅い気がするけど大丈夫かな？

Q4
医師によっても詳しい症状（アレルギーの有無など）により判断が分かれる場合が
ありますが、基本的にどちらの診療科にかかっても診断の上、症状にあったお薬を
処方してくれます。

耳鼻科の場合
専用の設備が揃っているので鼻水の吸引ができたり、鼻腔内の粘膜を見てくれたりす
るため、鼻に関する詳しい診察が可能になっています。

小児科の場合
子どもの総合医でもあるため、子どもの発達段階を見て診断したり、アレルギー症状
があれば適切な専門医に紹介したりもしてくれるでしょう。

かかりつけ医があればまずはそこにかかり、相談することをおすすめします。

鼻水と鼻づまりがひどいのですが、
小児科と耳鼻科どちらがいいの？
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日
々
、子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
な
か
で

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

小
児
科
医
・
臨
床
心
理
士
に
聞
く

子どもはからだも小さく、大人と比

べると自分の思いを言葉で表現で

きませんが、子どもは子どもなりの

思いをみんな持っています。1人の人

として“尊重”し、その思いを受け止

められるよう、日々の診療でもしっ

かりと耳を傾けることを大切にして

います。

「人として尊重し、
親を支える」
青沼 架佐賜
あおぬま・けさし

小児科部長

10人の子どもがいれば、10人それ

ぞれに輝けるものを持っています。

全員が同じ型にはまる必要はなく、

1人1人の個性を伸ばし、どの子も

健やかにそして“のびやかに”、生活

を送りながら社会適応できるよう

支えていきます。

「のびやかな育ちを
支えたい」
浅岡 麻里
あさおか・まり

小児科副部長

1人1人の子どもたちを診断する際、

子どもたちが表面的に訴えているこ

とだけでなく、こころの状態、からだ

の状態を含んだ“全体をみること”

で、異常を見逃さない的確な診断

ができるように日々子どもたちと向

き合っています。

「子どもの
全体をみる」
塩入 崇弘
しおいり・たかひろ

小児科科長

私自身、母親と医師という両方の

立場から見ても子どもは、家族、地

域の人、学校の先生など多くの人に

支えられていることを感じます。医

師として、子どもはもちろん子どもを

回りから支える人の“力になれるよ

う”、患者さんとの時間を大切にし

ています。

「子どもと子どもを
支える人の支援」
森田 舞子
もりた・まいこ

小児科医長　臨床検査科医長

今ここで、私の目の前で子どもたち

が表現していることを、しっかり見て

聴いて、受け止めることで、安心感

や信頼感につながると良いなと

思っています。

「今、ここ」
北澤 早苗
きたざわ・さなえ

臨床心理士
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腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
の
治
療
に
対
し
て
、
注
射
に
よ
る
治
療
薬
「
ヘ
ル
ニ
コ
ア
」
が

2
0
1
8
年
8
月
よ
り
保
険
適
用
と
な
り
、
当
院
で
も
そ
の
治
療
が
始
ま
っ
た
。

県
内
で
は
4
施
設
6
名
し
か
い
な
い
日
本
整
形
外
科
学
会
認
定

脊
椎
内
視
鏡
下
手
術
・
技
術
認
定
医
の
中
村
医
師
に
、

さ
ら
に
患
者
さ
ん
の
負
担
が
少
な
く
な
っ
た
新
た
な
治
療
法
に
つ
い
て
聞
い
た
│
│

※※
２
０
１
８
年
11
月
30
日
現
在

　
腰
か
ら
脚
に
か
け
て
痛
み
を
も
た

ら
す〝
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
〞。背

骨
と
背
骨
を
つ
な
ぐ
ク
ッ
シ
ョ
ン
の

役
割
を
し
て
い
る
椎
間
板
、
そ
の
中

の
髄
核
と
い
う
組
織
が
後
ろ
に
飛
び

出
し
、
神
経
を
圧
迫
し
症
状
を
引
き

起
こ
す
病
気
で
す（
図
1
）。

　
20
〜
40
代
に
多
く
、
男
女
比
は
2

〜
3
：
1
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。日

頃
の
診
療
に
お
い
て
も
働
き
盛
り
の

中
年
男
性
に
多
い
印
象
が
あ
り
ま
す

が
、
高
齢
者
や
20
代
以
下
の
若
年
層

に
発
症
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア

で
あ
れ
ば
全
て
の
方
に
注
射
で
き
る

訳
で
は
な
く
、
図
1-

③
の
よ
う
な

い
わ
ゆ
る
後
縦
靭
帯
下
脱
出
型
と
い

う
タ
イ
プ
の
ヘ
ル
ニ
ア
に
対
し
て
の

み
、こ
の
治
療
が
可
能
で
す
。そ
れ
以

外
の
タ
イ
プ
で
は
手
術
治
療
が
検
討

さ
れ
ま
す
。で
す
が
当
院
は
、内
視
鏡

を
使
い
な
が
ら
神
経
の
圧
迫
を
取
り

除
く
内
視
鏡
下
ヘ
ル
ニ
ア
摘
出
術
を

行
え
る
施
設
で
も
あ
り
ま
す
。こ
の

手
術
は
、約
2
・
5
㎝
の
皮
膚
の
切
開

だ
け
で
あ
る
た
め
、
背
中
を
大
き
く

切
開
す
る
従
来
の
手
術
に
比
べ
て
、

患
者
さ
ん
の
負
担
が
少
な
い
手
術
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
当
院
整
形
外
科
で

は
、
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
腰
椎
椎

間
板
ヘ
ル
ニ
ア
に
対
し
て
も
、
患
者

さ
ん
に
負
担
の
少
な
い
治
療
を
行
え

る
よ
う
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。腰

椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
で
お
困
り
の
方

は
、
一
度
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。そ
の
後
当
院
に
か
か
ら

れ
た
際
に
は
、
病
態
に
最
適
な
治
療

を
検
討
い
た
し
ま
す
。

※
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
出
た
場
合
に
は
、経

過
観
察
と
し
て
1
泊
2
日
程
度
の
入
院
が

必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
治
療
は
、ま
ず
保
存
的
治
療（
鎮
痛

剤
・
ブ
ロ
ッ
ク
注
射
・
コ
ル
セ
ッ
ト

の
装
着
な
ど
）が
行
わ
れ
、そ
れ
で
約

9
割
は
改
善
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。そ
れ
で
も
改
善
が
図
ら
れ
な
い

場
合
に
手
術
治
療
が
検
討
さ
れ
ま

す
。

　
手
術
治
療
で
は
全
身
麻
酔
の
手
術

に
加
え
、
約
10
日
の
入
院
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。症
状
の
改
善
は
図

ら
れ
ま
す
が
、
働
き
盛
り
の
中
年
男

性
を
含
め
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
負

担
が
少
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
今
回
、
新
た
に
保
険
適
用
に
な
っ

た
治
療
薬「
ヘ
ル
ニ
コ
ア
」は
、
椎
間

板
に
直
接
治
療
薬
を
注
射
す
る
こ
と

で
ヘ
ル
ニ
ア
組
織
を
小
さ
く
し
、
つ

ら
い
症
状
を
軽
減
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。当
院
で
も
実
際
に
ヘ
ル
ニ
コ

ア
を
投
与
し
た
患
者
さ
ん
で
症
状
の

改
善
が
図
ら
れ
て
お
り
、
手
術
と
同

等
の
効
果
を
得
て
い
ま
す
。

　
手
術
治
療
で
は
入
院
期
間
も
必
要

で
す
が
、
ヘ
ル
ニ
コ
ア
に
よ
る
注
射

療
法
で
は
、
部
分
麻
酔
で
１
時
間
程

度
と
な
っ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
日

帰
り
の

※治
療
が
可
能
で
す
。
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少
な
い
治
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腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
の
治
療
に
対
し
て
、
注
射
に
よ
る
治
療
薬
「
ヘ
ル
ニ
コ
ア
」
が

2
0
1
8
年
8
月
よ
り
保
険
適
用
と
な
り
、
当
院
で
も
そ
の
治
療
が
始
ま
っ
た
。

県
内
で
は
4
施
設
6
名
し
か
い
な
い
日
本
整
形
外
科
学
会
認
定

脊
椎
内
視
鏡
下
手
術
・
技
術
認
定
医
の
中
村
医
師
に
、

さ
ら
に
患
者
さ
ん
の
負
担
が
少
な
く
な
っ
た
新
た
な
治
療
法
に
つ
い
て
聞
い
た
│
│

※※
２
０
１
８
年
11
月
30
日
現
在

　
腰
か
ら
脚
に
か
け
て
痛
み
を
も
た

ら
す〝
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
〞。背

骨
と
背
骨
を
つ
な
ぐ
ク
ッ
シ
ョ
ン
の

役
割
を
し
て
い
る
椎
間
板
、
そ
の
中

の
髄
核
と
い
う
組
織
が
後
ろ
に
飛
び

出
し
、
神
経
を
圧
迫
し
症
状
を
引
き

起
こ
す
病
気
で
す（
図
1
）。

　
20
〜
40
代
に
多
く
、
男
女
比
は
2

〜
3
：
1
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。日

頃
の
診
療
に
お
い
て
も
働
き
盛
り
の

中
年
男
性
に
多
い
印
象
が
あ
り
ま
す

が
、
高
齢
者
や
20
代
以
下
の
若
年
層

に
発
症
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア

で
あ
れ
ば
全
て
の
方
に
注
射
で
き
る

訳
で
は
な
く
、
図
1-

③
の
よ
う
な

い
わ
ゆ
る
後
縦
靭
帯
下
脱
出
型
と
い

う
タ
イ
プ
の
ヘ
ル
ニ
ア
に
対
し
て
の

み
、こ
の
治
療
が
可
能
で
す
。そ
れ
以

外
の
タ
イ
プ
で
は
手
術
治
療
が
検
討

さ
れ
ま
す
。で
す
が
当
院
は
、内
視
鏡

を
使
い
な
が
ら
神
経
の
圧
迫
を
取
り

除
く
内
視
鏡
下
ヘ
ル
ニ
ア
摘
出
術
を

行
え
る
施
設
で
も
あ
り
ま
す
。こ
の

手
術
は
、約
2
・
5
㎝
の
皮
膚
の
切
開

だ
け
で
あ
る
た
め
、
背
中
を
大
き
く

切
開
す
る
従
来
の
手
術
に
比
べ
て
、

患
者
さ
ん
の
負
担
が
少
な
い
手
術
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
当
院
整
形
外
科
で

は
、
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
腰
椎
椎

間
板
ヘ
ル
ニ
ア
に
対
し
て
も
、
患
者

さ
ん
に
負
担
の
少
な
い
治
療
を
行
え

る
よ
う
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。腰

椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
で
お
困
り
の
方

は
、
一
度
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。そ
の
後
当
院
に
か
か
ら

れ
た
際
に
は
、
病
態
に
最
適
な
治
療

を
検
討
い
た
し
ま
す
。

※
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
出
た
場
合
に
は
、経

過
観
察
と
し
て
1
泊
2
日
程
度
の
入
院
が

必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
治
療
は
、ま
ず
保
存
的
治
療（
鎮
痛

剤
・
ブ
ロ
ッ
ク
注
射
・
コ
ル
セ
ッ
ト

の
装
着
な
ど
）が
行
わ
れ
、そ
れ
で
約

9
割
は
改
善
す
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と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。そ
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で
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改
善
が
図
ら
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い
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手
術
治
療
が
検
討
さ
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ま

す
。
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図
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。
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す
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。
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が
ん
患
者
さ
ん
の
約
3
人
に
1
人

は
就
労
世
代（
20
〜
64
歳
）で
す
。働
く

意
欲
や
能
力
が
あ
っ
て
も
、職
場
や
病

院
か
ら
継
続
的
に
治
療
と
仕
事
の
両

立
支
援
を
十
分
受
け
ら
れ
な
い
と
、患

者
さ
ん
は
離
職
を
選
び
「
生
活
の
質
」

を
低
下
さ
せ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　
そ
こ
で
当
院
は
、医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
と
が
ん
看
護
専
門
看
護
師

（
両
立
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
に

加
え
て
、2
0
1
2
年
か
ら
常
勤
の
社

会
保
険
労
務
士（
両
立
支
援
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
）を
全
国
の
拠
点
病
院
に
先

が
け
て
配
置
し
、が
ん
患
者
さ
ん
の
治

療
と
仕
事
の
両
立
を
が
ん
診
断
時
か

ら
見
守
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す

（
図
）。が
ん
患
者
さ
ん
の
お
悩
み
は
、

十
人
十
色
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

性
を
活
か
し
て
、主
治
医
と
職
場
と
の

ま
し
た
（
本
勉
強
会
は
好
評
に
よ
り
、

2
0
1
9
年
１
月
23
日
に
も
開
催
予

定
で
す
）。

　
当
院
は
、
患
者
さ
ん
と
病
院
と
職

場
の
三
者
で
、
が
ん
の
治
療
計
画
や

治
療
後
に
必
要
な
フ
ォ
ロ
ー
を
情
報

共
有
し
、
仕
事
内
容
を
検
討
し
て
い

く
シ
ス
テ
ム
が
理
想
的
と
考
え
ま

す
。当
院
は
、こ
れ
を「
病び

ょ
う

職し
ょ
く

連
携
」と

名
付
け
て
発
信
し
、
全
国
的
な
広
が

り
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

制
を
構
築
す
れ
ば
良
い
の
か
悩
ま
れ

て
い
る
会
社
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
当
院
は
、
２
０
１
８
年
8

月
30
日
に
会
社
の
経
営
者
や
役
員
・

人
事
担
当
者
・
産
業
保
健
師
等
を
対

象
に
「
両
立
支
援
を
考
え
る
勉
強
会
」

を
初
開
催
し
ま
し
た
。病
院
か
ら
会

社
に
が
ん
を
知
っ
て
も
ら
い
、
両
立

支
援
の
必
要
性
と
望
ま
し
い
制
度
の

提
案
を
直
接
的
に
訴
え
る
試
み
と
し

て
、
マ
ス
コ
ミ
等
か
ら
も
注
目
さ
れ

当院は、がん診療連携拠点病院としての両立支援の取り組みが認められ、本年7
月に厚労省「2018年度両立支援モデル事業」病院に選定されました。全国で7病
院（他は、国立がん研究センター中央病院、国立がん研究センター東病院、虎の
門病院、北里大学病院、福井県済生会病院、兵庫医科大学病院）です。
さらに11月25日に、厚生労働省科学研究費で順天堂大学研究班が毎年開催して
いる「第3回BCC架け橋大賞」にて、『病院部門賞』を受賞しました。

厚労省「両立支援モデル事業」全国7病院の一つに選定
架け橋大賞「病院部門賞」受賞も

TOPICS

〝
自
分
ら
し
く
働
く
〞を

支
え
る
た
め
に
。

〜
が
ん
治
療
と
仕
事
の
両
立
〜

個
々
に
応
じ
た
両
立
支
援
を

北原 啓祐
きたはら・けいすけ

長野市民病院　地域医療連携室課長
がん相談支援センター　両立支援スーパーバイザー

特定社会保険労務士

間
で
お
役
に
立
て
る
こ
と
は
な
い
か

知
恵
を
絞
っ
て
い
ま
す
。

　
当
院
は
社
会
保
険
労
務
士
が
い
つ

で
も
患
者
さ
ん
に
対
応
で
き
る
た

め
、
再
就
職
を
検
討
さ
れ
て
い
る
患

者
さ
ん
や
、
障
害
年
金
と
就
労
の
両

立
支
援
も
可
能
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
「
個
々
の
ご
事
情
に

あ
わ
せ
た
幅
広
い
就
労
支
援
」
に
対

応
で
き
る
こ
と
が
、
当
院
の
強
み
と

い
え
ま
す
。

　
2
0
1
6
年
12
月
に
が
ん
対
策
基

本
法
が
改
正
さ
れ
、事
業
主
は
、患
者

の
雇
用
継
続
等
に
配
慮
す
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
ま
し

た
。し
か
し
、
実
際
に
は
、
が
ん
患
者

さ
ん
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
接
し
た

ら
よ
い
の
か
、
ま
た
ど
ん
な
支
援
体

こ
れ
か
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

〝
病
職
連
携
〞

び
ょ
う
し
ょ
く

図 治療期におけるがん治療と仕事の両立支援（病職連携）のイメージ

本人の
意思や状況
を理解し
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同僚や
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人事担当者

病職連携

＋

治療や検査など医師をはじめと
する医療スタッフ

＋
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さ
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子どもの
誤嚥と誤飲

医療の知識 vol.72

知っておきたい

子どもは生後6ヶ月を過ぎると手にした物を何でも
口に入れるようになります。2歳頃に食物を区別できるようになりますが、
3歳でも異物を何となく口に入れることがあります。
誤嚥・誤飲の多くは家庭内で起こります。
危険な生活用品と対策を知り、事故を予防しましょう。

森田 舞子
もりた・まいこ
長野市民病院　小児科医長　
臨床検査科医長
インフェクションコントロールドクター

誤嚥と誤飲の違いとは

誤嚥・誤飲事故の予防のために

【誤 嚥】
異物や食べ物が誤って気道内
に流入すること
　  空気の通り道に入る

代表的な危険物）
スーパーボールやビー玉などの球体
のおもちゃ、ピーナッツやあめ玉、ブ
ドウなどの丸くつるつるした食品 【誤 飲】

異物を誤って飲み込むこと
　  食べ物の通り道に入る

代表的な危険物）
タバコ、医薬品、漂白剤などの家庭
化学製品、ボタン型リチウム電池や
磁石などの固形物

　乳幼児の口には親の思っている以上
に大きな物が入ります。目安としてトイ
レットペーパーの芯を通る物は誤嚥・誤
飲の危険があります。生活を送る上で左
記の注意が必要です。

　子どもが異物を誤嚥・誤飲したとき、
何か症状がある場合はすぐに医療機
関を受診してください。誤嚥・誤飲の可
能性があるが症状がない場合などは小
児救急相談電話（＃8000）などに連
絡し、受診を判断してください。

薬や電池など小さな生活
用品は乳幼児の手の届か
ない高さ（１m以上）の所に
置く

おもちゃの対象年齢を確
認し、3歳以下の子どもに
は小さなおもちゃを与えない

ご          え  ん ご          い  ん

洗剤、防虫剤、漂白剤など
は子どもが開けられない扉
のある棚に保管する

タバコや吸い殻の入った
灰皿を子どもの手の届かな
い所に片付ける

乳幼児にブドウなど誤嚥の
危険がある食品を与える場
合、小さくして与える

咳込む、飲み込みに
くいなどの症状があ
れば、早めに受診し
てくださいね。

1むくろじの木をイメージした受付　2 広 と々した診察室　3 先生こだわりのおもちゃや本

所在地／長野市吉田5-1-24 パークビル1階
TEL／026-219-6962
診療時間／
平日：AM 9：00～12：00
 PM 3：00～ 5：00

［休診］土曜PM・日曜日・祝祭日

※毎週月～金 PM1：30～3：00は
　健診・予防接種（予約制）

むくろじ小児科

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
見
つ
め
て

　院
長
の
池
上
先
生
は
、
篠
ノ
井
総
合
病

院
で
小
児
科
部
長
を
務
め
ら
れ
た
後
、

2
0
1
5
年
10
月
、
長
野
市
吉
田
に
む
く

ろ
じ
小
児
科
を
開
院
さ
れ
ま
し
た
。

　「医
学
部
入
学
時
は
、
子
ど
も
の
泣
き
声

が
苦
手
だ
っ
た
た
め
、
小
児
科
は
向
か
な

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
母
校
香
川
医

科
大
学
（
現
香
川
大
学
医
学
部
）
故
大
西

鐘
寿
教
授
の
小
児
科
医
と
し
て
の
あ
り
か

た
に
感
銘
を
受
け
、
小
児
科
医
に
な
り
た

い
と
思
い
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
小
児
科
は
、
子
ど
も
の
未
来
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
魅
力
あ
る
診
療
科
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
が
主
治
医
と
し
て
診

て
い
た
子
が
大
き
く
な
り
元
気
な
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
時
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
そ
の
分
、
責
任
の

重
い
仕
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
た

時
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

む
く
ろ
じ
と
は
？

　「当
院
の
名
前
は
、
木
の
名
前
か
ら
取
っ

て
い
ま
す
。
む
く
ろ
じ（
無
患
子
）の
木
は
、

『
子
が
患
わ
無
い
』と
い
う
字
を
書
く
た
め
、

昔
か
ら
神
社
の
境
内
や
学
校
、
公
園
に
多

く
植
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
お
正

月
の
遊
び
の
1
つ
で
あ
る
羽
根
つ
き
の
羽

根
の
黒
い
球
に
は
、
む
く
ろ
じ
の
種
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
羽
根
は
子
ど
も
に

病
気
を
も
た
ら
す
蚊
を
食
べ
て
く
れ
る
ト

ン
ボ
に
形
を
似
せ
て
、
羽
子
板
に
無
病
息

災
の
願
い
を
込
め
て
い
る
そ
う
で
す
。」

子
ど
も
た
ち
の
す
べ
て
を
診
る

　「当
然
で
す
が
、
小
さ
な
子
ど
も
は
自
分

の
体
調
を
大
人
の
よ
う
に
言
葉
で
う
ま
く

表
現
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
生
後
間
も

な
い
赤
ち
ゃ
ん
で
も
体
調
が
悪
い
時
は
眉

間
に
し
わ
が
寄
り
、
目
の
輝
き
が
無
い
な

ど
、
子
ど
も
の
表
情
に
は
嘘
が
あ
り
ま
せ

ん
。
ち
ょ
っ
と
し
た
表
情
の
変
化
や
手
足

の
冷
た
さ
を
見
逃
さ
ず
的
確
に
診
断
す
る

こ
と
が
小
児
科
医
の
本
分
で
す
。
ま
た
、

健
診
は
も
と
よ
り
予
防
接
種
で
あ
っ
て
も

全
身
を
診
察
し
、
眼
科
、
整
形
外
科
、
小

児
外
科
疾
患
等
に
留
意
す
る
の
が
小
児
科

医
の
使
命
で
す
。
元
気
な
姿
を
ま
た
見
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど

も
た
ち
と
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

院長  池上 博彦先生
いけ  がみ　  ひろ  ひこ

1

2

3

身近なかかりつけ医

むくろじ小児科
［長野市吉田 ］  ● 小児科

北長野北長野

信濃吉
田

長野電
鉄

長野電
鉄

しなの
鉄道

しなの
鉄道

中越 運動公園

運動公園
南入口

●長野運動公園
　体育館

●セブンイレブン

●
長野県営
野球場

東和田

太田

むくろじ小児科

・
・
・
・
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H O S P I T A L  I N F O R M A T I O NH O S P I T A L  I N F O R M A T I O N

長野市民病院は今年も「リレー・フォー・ライフ・
ジャパン2018信州長野」に参加しました

今年も思い思いに歩きました

第一外来では各診療科で受付を行ってきましたが、2019年2月から各ブロックで行います。受付の場所が変わ
る診療科がありますのでご注意ください。皆様にはご迷惑をおかけ致しますが、ご理解とご協力をお願い致し
ます。何かお困りのことがありましたら、近くの職員までお声掛け下さい。

第一外来受付がブロック受付に変更になります

信
州
サ
ー
モ
ン
の
ム
ニ
エ
ル
の

提
供
開
始

〝
信
州
づ
く
し
ヘ
ル
シ
ー
減
塩
定
食
〞

　
2
0
1
8
年
11
月
よ
り
、
院
内
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ク
ロ
ス
カ
フ
ェ
」

に
お
い
て
「
信
州
づ
く
し
ヘ
ル
シ
ー
減
塩
定
食
〜
信
州
サ
ー
モ

ン
の
ム
ニ
エ
ル
〜
」
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
昨
年
よ
り
提
供
を
開
始
し
た
〝
信
州
づ
く
し
ヘ
ル
シ
ー
減
塩
定

食
〞
の
シ
リ
ー
ズ
第
２
弾
と
し
て
、
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン

タ
ー
の
〝
か
る
し
お
認
定
〞
を
取
得
し
ま
し
た
。
第
１
弾
の
「
信

州
づ
く
し
ヘ
ル
シ
ー
減
塩
定
食
〜
信
州
米
豚
の
ア
ッ
プ
ル
ジ
ン

ジ
ャ
ー
ソ
ー
ス
〜
」
と
同
様
、
減
塩
食
で
も
美
味
し
く
召
し
上

が
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
信
州
づ
く
し
ヘ
ル
シ
ー
減
塩
定
食
を
肉
、
魚
の
2
種
類
の
メ
イ

ン
料
理
か
ら
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
循
環
器
病
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
多
く
の
方
に
ご
賞
味
い
た
だ

き
、食
生
活
を
見
な
お
す
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
信
州
づ
く
し
ヘ
ル
シ
ー
減
塩
定
食
は
、
ず
っ
と
健
康
で
い
て
ほ

し
い
!! 

そ
ん
な
願
い
を
こ
め
た
メ
ニ
ュ
ー
で
す
!!

　リレー・フォー・ライフとは、アメリカの一人の医師ががん患者さん支援のため
に寄附を集めようと24時間走り続けたことがきっかけとなったチャリティ活動
です。
　24時間走り続けたのは、「がん患者さんは、24時間病気と向き合っている」と
いう思いを共有するためでした。この思いは世界に広がり、一人の医師から始
まったイベントは、今や世界30ヶ国で開かれています。日本では2006年に茨城県つくば市で初開催され、2017年度は全国49ヶ
所の会場で開催されるまでになりました。
　今年も長野県では長野と松本の2会場で開催されました。篠ノ井中央公園を会場とした長野の地では9月15日（土）～16日
（日）にかけて当院を含め35の参加チームががん患者さん支援のため、思い思いに歩きました。
　これからも長野市民病院は、地域がん診療連携拠点病院として、がん患者さんに寄り添った支援をしてまいります。

※「かるしお」は、国立循環器病研究
　センターの登録商標です。

がん患者支援
チャリティイベント 

【信州づくしヘルシー減塩定食（税込980円）】
～メニュー～
御飯 / 信州サーモンのムニエル / 信州そばサラダ / くる
み味噌がけ風呂吹大根 / 松代産長芋とろろ / ミニトマト
のハチミツレモン煮

（レストラン & カフェ クロスカフェ / そば処わたぼうし（院内）
にて提供しています。）

当
院
パ
ン
フ
レ
ッ
ト・広
報
誌
が

B
H
I
デ
ザ
イ
ン
賞
2
0
1
8

ダ
ブ
ル
受
賞
！

　
当
院
で
発
行
し
ま
し
た
、
か
か
り
つ

け
医
普
及
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
当
院

広
報
誌
は
、
日
本
H
I
S
研
究
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
病
院
広
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル

「
B
H
I
デ
ザ
イ
ン
賞
2
0
1
8
」
に

て
、
最
高
賞
「
B
H
I
デ
ザ
イ
ン
大
賞
」

と「
企
画
賞
」を
ダ
ブ
ル
受
賞
し
ま
し
た
。

広
報
展
開
の
独
自
性・審
美
性・有
用
性
・

社
会
性
・
継
続
性
と
言
っ
た
審
査
基
準

に
よ
り
、
数
あ
る
応
募
作
品
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
当
院
は
高
度
で
良
質
な

医
療
を
提
供
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、
地
域

の
皆
さ
ま
に
当
院
の
情
報
を
広
く
お
届

け
で
き
る
よ
う
、
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

BHIデザイン大賞
かかりつけ医普及啓発パンフレット

「地域で支える医療ガイド すまいりんぐ（Ring)! 2 
上手なお医者さんへのかかり方」

企画賞
広報誌「あした元気になあれ」

中央処置

中
央
処
置
室

受付 受付 受付 受付 受付

再再再再受受受受機機機機

光庭
ＡＴＭ

再
来
受
付
機

正面玄関

喫茶店トイレ

総合案内

待合ホ－ル待合ホ－ル

受付

再再再再受受受受機機機機

外科
救急センター

画像診断受付
放射線治療科

脳神経外科
整形外科

内科 眼科

泌尿器科 小児科
形成外科
皮膚科

耳鼻いんこう科

2019年2月4日（月）

小児科・形成外科・皮膚科 Ａブロック受付
眼科・耳鼻いんこう科・泌尿器科 Ｂブロック受付
内科 Ｃブロック受付（　　　　　　　　　  ）呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、

腎臓内科、内分泌・代謝内科

外科・整形外科・脳神経外科 Ｄブロック受付
放射線治療科・画像診断部 Ｅブロック受付
第二外来（変更なし） Ｆブロック受付

変更内容

変更日

緊
急
の
場
合
の

受
診
方
法
に
つ
い
て

急
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
り
、
ケ

ガ
を
し
た
り
し
た
場
合
は
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　当
院
の
救
急
セ
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ー
は
、
緊
急
を

要
す
る
症
状
の
場
合
、
24
時
間
3
6
5

日
紹
介
状
や
予
約
が
な
く
て
も
受
診
い

た
だ
け
ま
す
。

　来
院
時
に
は
、
診
察
券
、
保
険
証
、

お
薬
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
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お
問
い
合
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せ
先
〕
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以
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時
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―
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9
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代
表
）

QA

救急センターは 緊急時 いつでも紹介状不要です

1314



H O S P I T A L  I N F O R M A T I O NH O S P I T A L  I N F O R M A T I O N

長野市民病院は今年も「リレー・フォー・ライフ・
ジャパン2018信州長野」に参加しました

今年も思い思いに歩きました

第一外来では各診療科で受付を行ってきましたが、2019年2月から各ブロックで行います。受付の場所が変わ
る診療科がありますのでご注意ください。皆様にはご迷惑をおかけ致しますが、ご理解とご協力をお願い致し
ます。何かお困りのことがありましたら、近くの職員までお声掛け下さい。

第一外来受付がブロック受付に変更になります

信
州
サ
ー
モ
ン
の
ム
ニ
エ
ル
の

提
供
開
始

〝
信
州
づ
く
し
ヘ
ル
シ
ー
減
塩
定
食
〞

　
2
0
1
8
年
11
月
よ
り
、
院
内
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ク
ロ
ス
カ
フ
ェ
」

に
お
い
て
「
信
州
づ
く
し
ヘ
ル
シ
ー
減
塩
定
食
〜
信
州
サ
ー
モ

ン
の
ム
ニ
エ
ル
〜
」
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
昨
年
よ
り
提
供
を
開
始
し
た
〝
信
州
づ
く
し
ヘ
ル
シ
ー
減
塩
定

食
〞
の
シ
リ
ー
ズ
第
２
弾
と
し
て
、
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン

タ
ー
の
〝
か
る
し
お
認
定
〞
を
取
得
し
ま
し
た
。
第
１
弾
の
「
信

州
づ
く
し
ヘ
ル
シ
ー
減
塩
定
食
〜
信
州
米
豚
の
ア
ッ
プ
ル
ジ
ン

ジ
ャ
ー
ソ
ー
ス
〜
」
と
同
様
、
減
塩
食
で
も
美
味
し
く
召
し
上

が
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
信
州
づ
く
し
ヘ
ル
シ
ー
減
塩
定
食
を
肉
、
魚
の
2
種
類
の
メ
イ

ン
料
理
か
ら
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
循
環
器
病
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
多
く
の
方
に
ご
賞
味
い
た
だ

き
、食
生
活
を
見
な
お
す
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
信
州
づ
く
し
ヘ
ル
シ
ー
減
塩
定
食
は
、
ず
っ
と
健
康
で
い
て
ほ

し
い
!! 

そ
ん
な
願
い
を
こ
め
た
メ
ニ
ュ
ー
で
す
!!

　リレー・フォー・ライフとは、アメリカの一人の医師ががん患者さん支援のため
に寄附を集めようと24時間走り続けたことがきっかけとなったチャリティ活動
です。
　24時間走り続けたのは、「がん患者さんは、24時間病気と向き合っている」と
いう思いを共有するためでした。この思いは世界に広がり、一人の医師から始
まったイベントは、今や世界30ヶ国で開かれています。日本では2006年に茨城県つくば市で初開催され、2017年度は全国49ヶ
所の会場で開催されるまでになりました。
　今年も長野県では長野と松本の2会場で開催されました。篠ノ井中央公園を会場とした長野の地では9月15日（土）～16日
（日）にかけて当院を含め35の参加チームががん患者さん支援のため、思い思いに歩きました。
　これからも長野市民病院は、地域がん診療連携拠点病院として、がん患者さんに寄り添った支援をしてまいります。

※「かるしお」は、国立循環器病研究
　センターの登録商標です。

がん患者支援
チャリティイベント 

【信州づくしヘルシー減塩定食（税込980円）】
～メニュー～
御飯 / 信州サーモンのムニエル / 信州そばサラダ / くる
み味噌がけ風呂吹大根 / 松代産長芋とろろ / ミニトマト
のハチミツレモン煮

（レストラン & カフェ クロスカフェ / そば処わたぼうし（院内）
にて提供しています。）

当
院
パ
ン
フ
レ
ッ
ト・広
報
誌
が

B
H
I
デ
ザ
イ
ン
賞
2
0
1
8

ダ
ブ
ル
受
賞
！

　
当
院
で
発
行
し
ま
し
た
、
か
か
り
つ

け
医
普
及
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
当
院

広
報
誌
は
、
日
本
H
I
S
研
究
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
病
院
広
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル

「
B
H
I
デ
ザ
イ
ン
賞
2
0
1
8
」
に

て
、
最
高
賞
「
B
H
I
デ
ザ
イ
ン
大
賞
」

と「
企
画
賞
」を
ダ
ブ
ル
受
賞
し
ま
し
た
。

広
報
展
開
の
独
自
性・審
美
性・有
用
性
・

社
会
性
・
継
続
性
と
言
っ
た
審
査
基
準

に
よ
り
、
数
あ
る
応
募
作
品
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
当
院
は
高
度
で
良
質
な

医
療
を
提
供
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、
地
域

の
皆
さ
ま
に
当
院
の
情
報
を
広
く
お
届

け
で
き
る
よ
う
、
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

BHIデザイン大賞
かかりつけ医普及啓発パンフレット

「地域で支える医療ガイド すまいりんぐ（Ring)! 2 
上手なお医者さんへのかかり方」

企画賞
広報誌「あした元気になあれ」

中央処置

中
央
処
置
室

受付 受付 受付 受付 受付

再再再再受受受受機機機機

光庭
ＡＴＭ

再
来
受
付
機

正面玄関

喫茶店トイレ

総合案内

待合ホ－ル待合ホ－ル

受付

再再再再受受受受機機機機

外科
救急センター

画像診断受付
放射線治療科

脳神経外科
整形外科

内科 眼科

泌尿器科 小児科
形成外科
皮膚科

耳鼻いんこう科

2019年2月4日（月）

小児科・形成外科・皮膚科 Ａブロック受付
眼科・耳鼻いんこう科・泌尿器科 Ｂブロック受付
内科 Ｃブロック受付（　　　　　　　　　  ）呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、

腎臓内科、内分泌・代謝内科

外科・整形外科・脳神経外科 Ｄブロック受付
放射線治療科・画像診断部 Ｅブロック受付
第二外来（変更なし） Ｆブロック受付

変更内容

変更日

緊
急
の
場
合
の

受
診
方
法
に
つ
い
て

急
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
り
、
ケ

ガ
を
し
た
り
し
た
場
合
は
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　当
院
の
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、
緊
急
を

要
す
る
症
状
の
場
合
、
24
時
間
3
6
5

日
紹
介
状
や
予
約
が
な
く
て
も
受
診
い

た
だ
け
ま
す
。

　来
院
時
に
は
、
診
察
券
、
保
険
証
、

お
薬
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
〕

●
毎
日 

19
：
00
〜
翌
6
：
00 

☎
0
2
6
―

2
9
5
―

1
2
9
1（
長
野
市

民
病
院
・
医
師
会 

急
病
セ
ン
タ
ー
直
通
）

●
右
記
以
外
の
時
間
帯 

☎
0
2
6
―

2
9
5
―

1
1
9
9（
代
表
）

QA

救急センターは 緊急時 いつでも紹介状不要です

1314



使命

長野市民病院外来診療担当日一覧
○：初診担当　　　◎：完全予約制　◇：午前のみ　☆：午後のみ
▼：11時診療開始　◆：紹介のみ　　▲：紹介、救急のみ　
■：第1・3・5週　　□：第2・4週　　★：第3週のみ　▽：第3週は午後のみ

村田　　浩
齋木　　實

（第１・３週）　　

村田　　浩

新川　一樹 佐藤　貴久 坂口　　治

南澤　育雄

新川　一樹 佐藤　貴久

－ 

村田　　浩 村田　　浩村田　　浩

○高田　　学
○林原　香織

○岡田　正夫
関　　仁誌

○高橋　祐輔

宗像　康博
○佐近　雅宏
○下平　悠介

○古谷野靖博
◆宗像　康博

○関野　　康
○関　　仁誌

○吉池　文明
■平井　一也
□後藤　憲彦

滝澤　秀典
○丸野　崇志

○滝澤　秀典 吉池　文明
○平井　一也

○後藤　憲彦
　  丸野　崇志

○笠井　俊夫
○☆翁　　佳輝

○西井　　裕
☆佐野　麻美

西井　　裕○渡邉　貴子 渡邉　貴子
○▽佐野　麻美

☆西井　　裕

○持留　智昭

掛川　哲司
☆犬井　啓太

○掛川　哲司 ○◇犬井　啓太

○池田　宇一
☆小林　隆洋

笠井　俊夫

三浦　　崇
○小林　隆洋
☆翁　　佳輝

○☆三浦　　崇

○原　　悦雄
越知　泰英

☆関　亜矢子
○北畠　央之

◇齊藤　博美
○◇原　　大地

藤森　尚之

○長谷部　修
○越知　泰英

櫻井　晋介

○齊藤　博美
北畠　央之

◇髙橋　芳之
☆加古　里子

長谷部　修
原　　悦雄

○櫻井　晋介
☆原　　大地

○◇加古　里子

○砥石　政幸

○小沢　恵介

○境澤　隆夫

西村　秀紀

○境澤　隆夫

○西村　秀紀

○中原　　孝☆中原　　孝
（第２・3・４・5週）　　

交替制　　

○西村　秀紀

○砥石　政幸

○小沢　恵介

○藤澤多佳子
○中村　　功

松田　　智
○日野　雅仁

加藤　晴朗
山本　哲平

加藤　晴朗
飯島　和芳

塩﨑　政史
飯島　和芳
山本　哲平

小口　智彦
羽場　知己

■小口　智彦
□羽場　知己
◆加藤　晴朗

○成松　　巌
○相阪　哲也

○風間　　淳

大塚　明弘
横溝　道範

○鎌田　孝広
○草深　佑児

山本　寛二
○近藤　恭史

○◇佐近　普子
◇森　　　篤

◇村中　　愛
○森　　　篤
☆井吹　ゆき

◇佐近　普子
○◇西澤千津恵

◇西澤千津恵
○井吹　ゆき

田澤　浩一
○近藤　恭史

○山本　寛二
近藤　恭史

山本　寛二
○田澤　浩一

山本　寛二
○田澤　浩一

非常勤医師（信州大学）
○☆篠原　　潤

☆鎌田　孝広

○鎌田　孝広
○篠原　　潤

○◇篠原　　潤
○☆草深　佑児

○草深　佑児
☆篠原　　潤

大塚　明弘
横溝　道範

○松下　大秀 ○橋田　　巌 ○松下　大秀 － 

－ 

－ － ☆住　　昌彦

－ 

－ 

交替制

大塚　明弘
横溝　道範

大塚　明弘
横溝　道範－ 

－ 

－

○◇佐近　普子

◇市川　貴規 － － 

－ －

－ － ◎◇中島麻里子
（第3・5週のみ）※1・2・4週は交替制

－ － 

風間　　淳
○中村さち子

風間　　淳
○黒川　　徹

○風間　　淳 ○風間　　淳

○草野　義和 ■竹前　紀樹
○脳外科医師

○脳外科医師 ○兒玉　邦彦

○滝　　建志
成松　　巌

○成松　　巌
滝　　建志

○成松　　巌
滝　　建志

○滝　　建志
成松　　巌

○藤澤多佳子
○熊木　大輝
▲松田　　智

藍葉宗一郎

○新井　秀希
中村　　功
藤澤多佳子

☆藍葉宗一郎
☆日野　雅仁

新井　秀希
○藍葉宗一郎
▲中村　　功
○熊木　大輝

新井　秀希
○日野　雅仁
○松田　　智

－ 

診療科 月 火 水 木 金

血 液 内 科

小 児 科

呼 吸 器 内 科

消 化 器 内 科

循 環 器 内 科

腎 臓 内 科

内 分 泌 ・ 代 謝 内 科

整 形 外 科

形 成 外 科

皮 膚 科

－ － － － （フットケアセンター）

泌 尿 器 科

眼 科

神 経 内 科

婦 人 科

（ 膠 原 病 外 来 ）

－ － － 

－ 

－ （ リ ウ マ チ 科 ）

救 急 科

緩 和 ケ ア 内 科

耳 鼻 い ん こ う 科
頭 頸 部 外 科

歯 科 ／ 歯 科 口 腔 外 科

外 科
消 化 器 外 科
肝臓・胆のう・膵臓外科

脳 神 経 外 科
（ 脳 血 管 内 治 療 科 ）

放 射 線 治 療 科

呼 吸 器 外 科
乳 腺 外 科

心 臓 血 管 外 科

当院では、「地域医療連携」を推進しております。
当院を受診される場合、かかりつけ医等からの紹介と予約が必要となります。
皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

8:30～17:30 担当医

地域がん診療連携拠点病院／地域医療支援病院／病院機能評価認定病院／卒後臨床研修評価認定病院／二次救急病院／人間ドック健診施設機能評価認定病院

〒381-8551 長野市大字富竹1333番地1
TEL.026-295-1199（代表）
FAX.026-295-1148

外来診療担当表は、12月17日現在で作成されております。
担当医師が変更となっている場合もございますので、お問い合わせください。

TEL.026-295-1199お問い合わせ （紹介予約センターまで） （平日8：30～18：30）

○塩入　崇弘
○浅岡　麻里

○浅岡　麻里
青沼架佐賜

○塩入　崇弘
青沼架佐賜

○塩入　崇弘
○浅岡　麻里

○塩入　崇弘
青沼架佐賜

○▼浅岡　麻里
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第72回 知っておきたい医療の知識

子どもの誤嚥と誤飲
ご　　え ん ご　　い ん

腰椎椎間板ヘルニアに
対する新たな一手

〝自分らしく働く〟を
支えるために。
～がん治療と仕事の両立～

身近なかかりつけ医

むくろじ小児科［長野市吉田］

発行人 ： 池田宇一／編集 ： 教育研修・メディアセンター
いけ  だ う いち

http://www.hospital.nagano.nagano.jp/

○☆三浦　　崇
（14：00～）　　

Hospital Now. 2 2

救急センターは 緊急時 いつでも紹介状不要です

TEL.026-295-1291
（長野市民病院・医師会 急病センター）

（代表）

毎日19：00～翌6：00

上記以外の時間帯 TEL.026-295-1199

救急診療

記号の説明

特  集

76
Vol.


